
通常例会1826 回・本年度第35回 例会日／2024 年4月10 日 会場／天童ホテル
司会／新関 多津弥 ソング／国家 君が代 タクト／松村 昌子

会長挨拶 野川 昌弘 

　今日の卓話は天童市吹奏楽愛好会会長の花輪さんです。よろしくお願いいたします。
　今日はクラブの活性化についての話をします。ガバナー月信3月号に「ロータリーの最も
貴重なリソース」というタイトルでＲＩ事務総長ジョン・ヒューコ氏の講演が載っておりま
す。
　その内容を抜粋しますと、過去数年間に平均して年間約１５万人がロータリーに入会しま
したが、同じく年間約１５万人の会員が退会しています。これは動きがないことではなく、
遅れを取っているということ。
　たとえクラブがうまく行っていても、改善の余地は常にあります。戦略的な計画を通じて
長期目標を立て、会員へのアンケートを実施して、何がうまくいっていて、何がうまくいっ
ていないのかを調べています。ほかのクラブの活動に目を向け、最も良いアイデアを借用し
ています。
　私たちも長期的な目標の中で奉仕事業の検証は、理事者間ではありますが全会員までには
広げていません。また、例会は担当委員会まかせというところもあります。一度例会の在り
方をクラブ全員で話し合うのもいいのかなと思います。事業報告例会とは別に例会を設ける
ものいいと思います。
　いい例会をしていれば、新入会員も増えるという考え方です。



演題       ｢吹奏楽とは｣
卓話者   天童市吹奏楽愛好会会長   花輪  道雄氏


